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1.本書は交野市教育委員会が、平成13年度国庫補助事業|と して計画 '実施した交野市
内における理蔵文化財発掘調査の概要報告|である。

2.発据調査は交野市教育委員会が調査主体となって実施した。

3.本書で使用したレベル高は海抜絶対高で、方位は磁北方位である。

4.調査及び報告書の作成にあたっては大阪府埋蔵文化財調査研究センターー瀬和夫氏、
市本芳三氏、赤松:和佳氏のご教示を得た。記して感謝いた.します。
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第 1章 埋蔵文化財発掘調査の状況

交野市教育委員会では平成 13年 5月 21日 から平成 14年 2月 8日 に至る間、寺村遺
跡他 9件の補助事業に係る発掘調査を実施 した (表 1)。 今年度調査の対象となつた遺跡は、

交野郡衡跡、馬場遺跡、森遺跡、寺村北遺跡、寺村遺跡、倉治遺跡である。なお、遺構や

遺物が出土した調査地に関しては第 2章で述べる。

オ急1 事 係 る発掘調査地一覧  (1
調 杏 日 漬 跡  名 調 地 調 査 内 容 I支1・ 算

1 5/21、

25
馬場遺跡
2001‐ 1次調査

交野市私市 6丁 目
42卜 との一部

調査地の西側に 2× lmの
トレンチを設定し、地表下
50 cmま で人力にて掘削す
る。層位は 8層確認できた
が、最下層のみ地山で、そ
の上は盛土や撹乱層であっ

た。遺構 。遺物は確認でき
なかったハ

図 2・ 7

写真 1

2 6/1 森遺跡
2001‐2次調査

交野市森北 1丁 目
4卜 2

第 2章に記載。 ８

５

３
．真
図
写

６
3 7/17 森遺跡

2001‐3次調査
交野市森北 1丁 目
9‐ 1、  10‐ 2

調査区の東側の雨端 と中央
にそれぞれ 1× lmの トレ
ンチを設定 し、地表下 50 cm

まで人力にて掘削する。堆

積層は 3～ 4層 で、遺構・
潰物は確認できなかったハ

９
。
　

９
〕

３
真
図
写

３

4 7/17 森遺跡
2001-4次調査

交野市森北 1丁 目
8-1、 9‐ 1の一部

調査区の雨側に 1× lmの
トレンチを設定 し、地表下
60 cmま で人力で掘削 を行
う。堆積は 5層 で、遺構・
遺物なし。

図 3・ 9
写真 4

5 7/23 森遺跡
2001‐5次調査

交野市森南 1丁 目
288-4

調査区の南側に 2× 0.5m、
1.5XO.5mの トレンチを設
定 し、地表下 1,lmま で重
機にて掘削を行 う。最下層
より上器片を確認 したn

10
７

３
真
図
写

８

6 9/4 ヽ
５

寺村北遺跡
2001-1次調査

交野市寺 4丁 目
840-1、  3

調査地に 3カ所 (第 1ト レン
チ 10.0× 0.5m、 第 2ト レ
ンチ 14.5× 0.5m、 第 3ト
レンチ 12.5× 0.5m)の トレ
ンチを設定 し、機械にて地
表下 50～ 80 cmま で掘削す
る。第 3ト レンチで溝状の
遺構を確認 し、中から古墳
時代の十師器片が出土したぅ

図 4・ 11
写真 9

7 10/4 交野郡衡跡
2001-4汐(司固≡≦

交野市郡津 1丁 目
327

調査地の中央部、 5X O.8
mの トレンチを設定 し、重
機にて地表下 1.lmま で掘
削す る。埋土は 5層 で遺構
・潰物は確認できなかつた。

図 5。 12

写真 10
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2 に 2

調査 日 潰 跡 名 調 査 地 調 査 内 容 図 。写真

8 11/13 倉治遺跡
2001■ 次調査

交野市倉治 1丁 目
473の一部

調査地の中央北側に 2.6×
0.8mの トレンチを設定し、
重機にて地表下 1.Omま で
掘削する。遺構は確認され
なかつたが地表下 60～ 80
cIIlの 黒褐色シル ト層より上
器の出上が認められた。

図 6・ 13

写真 H

9 H/27 森遺跡
2001‐ 10次調査

交野市森雨 1丁 目
300‐ 16

調査地の南側中央部に 2.0
× 0。7mの トレンチを設定
し、人力にて地表下 70 cmま
で掘 り下げる。砂層のみの
幕上のみであつた命

図 3・ 14

写真 12

10 1/17

～ 2/8

寺村遺跡
2001-1次調査

交野市寺 2丁 目
236‐ 1

第 2章に記載。 図 4・ 15
～ 19、 写

真 13～
2う
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第2章 主要発掘調査地に係る報告

①森遺跡 200卜 2次調査 (交野市森北 1丁 目41-2番 地、図 3・ 8、 写真 5・ 6)

調査地の中央部に 22.0× 0。7mの トレンチを設定し、地表下約 1.2mまで重機にて掘削

を行 う。古墳時代の地山面までの基本層序は 5層である。調査地の中央部にて幅 4mの溝
を検出した。遺物は確認できなかつたが、この溝はその方向から当調査地の南側に接する

森遺跡 95-2-1次調査地 (交野市教育委員会 「森遺跡 V」 1997)にて検出した、庄内期の溝 1

に繋がるものと推定された。また、当調査地の北側の森北 1丁 目37番地も緊急の発掘調査

を交野市文化財事業団が実施している (交野市文化財事業団「文化財だより」第 9号 2002)。

その結果、当調査地より延びる溝を確認 し、中から庄内期の遺物が出土している。その確

認のためさらに、新たに 3カ所の トレンチ (1.5× 1,Om、 2.5× 1.Om、 1.3× 1.2m)を設

定し、それぞれ地表下 2m以上重機にて掘削し、溝の位置を確認している。

②寺村遺跡 200卜 1次調査 (大畑古墳、交野市寺 2丁 目236-1番 地、図 4・ 15～ 19、

写真 13～ 25)

当調査地の東側に接して、比高差 3mほ どの独立丘陵がある。当初よりこれが古墳の墳

丘ではないかという想定のもと調査を実施 した。この高まりは市道森南神宮寺線によつて

幅約 8mに渡って削り取られているが、道路を挟んで北西部にも高まりは伸びている。こ

の丘陵の先には東車塚古墳をはじめとする古墳時代中期の車塚古墳群がある。当古墳も車

塚古墳群に含めるべきとも考えたが、当地周辺は弥生時代の代表的な遺跡である寺村遺跡

内にあり、古墳の名称は慎重に内部で協議を重ねた結果字名 (奥野平次他『交野市史 民俗

編』 1981 P414)を とり、大畑 (おおばたけ)古墳とすることとなった。ただし、今後は当

古墳を考古学的な見地から考える場合、車塚古墳群と関連づけて考察する必要はあると思

われるので、注意を要する。

当調査地と道を挟んだ西側の寺 1丁 目 233‐ 1番地にて昭和 53年に当市教育委員会が緊

急の発掘調査を実施 したところ、この古墳の時期を推定できる円筒埴輪が出上している。

一緒に弥生時代の上器片のほか、 6世紀から7世紀代の須恵器も出土している。これらの

須恵器は古墳築造後のものである (水野正好『交野市史 考古編』1991 P168～ 176)。

調査は、古墳の基底部を確認することを目的に、計 7カ所の トレンチを開けた。調査の

詳細は次のとおりである。

第 1 トレンチは市道の交差点側に設定した。調査後、一旦は埋めもどした。しかし、第

4ト レンチ等のその後の調査の結果、第 1ト レンチで掘削した面より下層で古墳の墳丘が

確認される恐れのあることが分かつたので、再度調査範囲を広げて、新たに第 2ト レンチ

として調査を実施 している。

第 2ト レンチは前方後円墳の後円部西側部に設定した。東西 8m、 南北 4～ 1.5mの 不

定形な トレンチで、深さ2.Omまで掘削した。地山は砂層で東側で地表下 1.Im、 西側で地

表下 1.6m付近で確認している。地山は緩やかに西側方向に傾斜を持っていた。これは本

トレンチが北西部に向かつてのびる尾根の西側斜面に位置することを示していることを伺

わせる。

古墳の基底部は崩壊が激しいが、 トレンチの東側でかろうじて、葺石やそれを止めてい

た粘土を検出している。念のため調査終了の際に、重機にてさらに東側を掘削したところ、

予想どうり葺石は認めることはできなかつた。基底石及び地山の上面は葺き石の転石があ
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り、さらにその上にはシル ト層があり、ふたたび葺石の層が確認された。このことは、少

なくとも 2回は墳丘の削平行為が行われていたことを示していると考えられる。崩落した

葺石や墳丘の中に、粘土ブロックが所々混じつていた。このことから、墳丘斜面では、広

く粘上が貼り付けられていたことが予想された。

また、古墳の破壊を示す葺石の散乱状況は、上面より東側で地表下 50 cm、 反対側で 80

cmま で認められた。この崩落した葺石や墳丘上の中から古墳築造以後の上器が出土してい

る。詳細については後で述べる。

第 3ト レンチは後円都墳丘内に位置する箇所である。東西 2.Om、 南北 0,7mの長方形の

トレンチで、地表下 1.9mま で調査した。古墳の墳丘の堆積が砂層であることを確認 して

いる。掘削深度が 1.5mを越えており、断面実測は行えていない。

第 4ト レンチは古墳のくびれ部付近にあたる。 トレンチは不整のL字形である。 トレン
チは東西 2.4m、 南北 2.5m、 幅 70～ 90 cmを測り、掘削は地表下 1.6mま で行つた。調査

の結果、地表下 1.Omで転落もしくは破壊された葺石を確認し、それらの石を慎重に外し

た結果、1.2～ 1.4mで基底石を確認している。また、この葺石の下には灰白色の粘上が敷

かれていた。その粘上の下は地山の砂層であり、葺石が流出しないように粘土を置いたの

であろう。この粘土は上層の後世に崩れた葺石群の中にも入つていた。この状況は第 2ト

レンチと同じである。

第 5ト レンチも古墳のくびれ部付近にあたる。東西 2,Om、 南北 0,7mの長方形の トレン

チで、地表下 1.8mま でを調査 した。その結果、古墳の墳丘土と思われる堆積はこの トレ

ンチでは確認できなかつた。

第 6ト レンチは、前方部東側にあたる。南北 2.3m、 東西 1.lmの長方形の トレンチで、

地表下 1.5mま で掘削した。調査の結果、古墳西側の基底部を確認した。基底石などの葺

石は確認できなかつた。墳土は粘土層であつた。上層では 崩落した葺石やその下に敷かれ

ていた粘土ブロックを確認している。

第 7ト レンチは、前方部西側に位置する。東西 4.7m、 南北 2.6mの長方形の トレンチで、

地表下 1.4mま で掘削した。その結果、墳丘部の西側裾部とそこからなだらかに下る砂層

の堆積が認められた。重機の掘削の際に平瓦片が出上している。出土層位は不明である。

葺石の出土は認められなかつた。

今回の調査地では、古墳の時期を決定づける埴輸などの出土物の出土はなく、破壊され

た葺石に伴って中世 。近世の遺物が出上しているだけである。古墳の破壊された時期であ

るが、第 2ト レンチの基底石上面の崩落石中から近世陶器の丹波産の甕が出上しており、

江戸時代に入つてから大規模な古墳の墳上の破壊が始まつたものと思われる。同層及び上

層からは鎌倉期の平瓦片や瓦器、 15世紀代の龍泉窯系の青磁器片が出土している。
以上の調査の結果、付近の地形から考えて、図 15の ように復元できる。その結果、墳長 90

～ 95m、 後円径約 50m。 高さ約 3m、 前方幅約 50m・ 高さ4mを測る、前方部が後円部

に対 して高い前方後円墳の可能性が考えられた。周囲の地形からみて周溝を伴わない可能

性が高いと考えられる。
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図3 森違跡2001年-2次調査平・ 断面実測図
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図 9 森遺跡2001-3・ 4次調査平 。断面実測図
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図10 森遺跡2001-5次調査平・断面実測図
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2,7.5Y7/1灰白色シルト
3.10Y7/2灰 白色粘土
4.2.5Y7/2灰黄色シルト

図11 寺村北遺跡2001-1次調査平・断面実測図
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図12 交野郡衛跡2001-4次調査平 。断面実測図
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5.10YR2/2黒褐色シルト
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7.10YR6/2灰 黄褐色細砂
8。 10YR5/1褐灰色細砂
9,2.5Y6/2灰黄色粘土
10,7.5Y5/3灰オリーブ色シルト

図13 倉治遺跡2001-1次調査平 。断面実測図

0                 2m

1.10YR8/4浅黄橙色細砂
2.10YR7/2にぶい黄橙色細砂
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0          5m

図14 森遺跡2001-10次調査平・断面実測図
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1.10YR3/1黒褐色粘土 (旧耕作土)
2.2.5Y5/1黄灰色粘土 (床土)
3.5YR7/1明褐灰色粘土 (耕作層 )
4.10Y8/1灰 白色細砂 (粗砂混り)
5。 10Y6/1灰色粘土
(7 5YR7/6橙 色粘土=鉄分が多い)
6,10Y6/1灰色粘土
(7 5YR7/6橙 色粘土=鉄分が少ない)
7.10Y6/2オ リーブ灰色粘土
(7.5YR7/6橙 色粘土=鉄分が少ない)
8,7.5Y7/1灰 白色細砂      |

1.10YR3/1黒褐色粘土 (旧耕作土)
2.10YR6/1褐 灰色粘土
3.2.5Y5/2灰褐色粘土
4,2.5Y5/1黄灰色粘土 (床土)
5,10Y6/2オ リーブ灰色粘土 (3ト レ7層 と対応 )
6.10Y8/1灰 白色粗砂 (礫混り)
7.10Y7/2灰 白色細砂
8.7.5Y8/1灰 白色粗砂 (礫混り)
9.10Y6/1灰色粘土 (7.5YR7/6橙色粘土多量含む)
※3ト レ第 5層 と対応する

7.5Y8/1灰白色細砂 (礫混り3ト レ9層 と対応 )
10YR8/8黄 橙色細砂 (3ト レ12層 と対応する)
10Y6/2オ リーブ灰色粘土 (7.5YR7/6橙色粘土層)
※3ト レ第 7層 と対応

7.,Y8/1灰白色細砂 (礫混り)
※3ト レ第 9層 と対応
N8/灰白色細砂
※3ト レ11層 と対応

N7/灰白色細砂
5GY6/1オ リーブ灰色粘土

9.75Y8/1灰 白色細砂 (礫混り)
10。 10Y7/1灰 白色細砂
11.N8/灰 白色細砂
12.10YR8/8黄 橙色細砂
13.5Y7/3浅 責色シルト
(粘土ブロック大礫混る、盛上の崩れか?)

14.5PB7/1明青灰色粘土
(木片含む。7.5YR7/6橙色粘土=鉄分含む)

15。 5B6/1青灰色粘土
(木片、焼土塊含む。7.5YR7/6橙色粘土=鉄分含む)
16.10BGP7/1明 青灰色粘土 (木片含む。)

０

１

２

13.

14.

17.10Y7/1灰 白色粘土 (25YG/8橙色含む)
※古墳の盛土

18.2.5Y7/4にぶい橙色細砂 (地盤層)

図17 寺村遺跡2001-1次調査 (大畑古墳)第4ト レンチ平・断面実測図
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44.5m     E  N             S  E      W

流水による

堆積と考え

られる

第17層 (灰白色粘土)を示す

図18 寺村遺跡2001-1次調査 (大畑古墳)第 6ト レンチ断面実測図
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写真 1 馬場遺跡2001-1次調査 トレンチ

写真 2 森遺跡2001-3次調査第 1ト レンチ



写真 3 森遺跡2001-3次調査第2ト レンチ

写真 4 森遺跡2001-4次調査第3ト レンチ
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写真 5 森遺跡2001-2次調査溝 (庄内期)検出状況

写真 6 森遺跡2001-2次調査遺物出土状況
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写真 7 森遺跡2001-5次調査第 1ト レンチ
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写真 8 森遺跡2001-5次調査第 2ト レンチ



写真 9 寺村北遺跡2001-1次調査第2ト レンチ

写真10 交野郡衛跡2001-4次調査 トレンチ
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写真12 森遺跡2001-10次調査 トレンチ
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写真13 寺村遺跡2001-1次調査 (大畑古墳)第 2ト レンチ
ー 基底石上の崩落石検出状況―

写真14 寺村遺跡2001-1次調査 (大畑古墳)第2ト レンチ
ー 基底石検出状況―



写真15 寺村遺跡2001-1次調査 (大畑古墳)第 2ト レンチ断面

写真16 寺村遺跡2001-1次調査 (大畑古墳)第2ト レンチ
ー 第28層青磁碗出土状況一



写真17 寺村遺跡2001-1次調査 (大畑古墳)第3ト レンチ断面 (西から)

写真18 寺村遺跡2001-1次調査 (大畑古墳)第5ト レンチ断面 (東から)



写真19 寺村遺跡2001-1次調査 (大畑古墳)第4ト レンチ断面 (南から)
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写真20 寺村遺跡2001-1次調査 (大畑古墳)第4ト レンチ断面 (西から)



写真21 寺村遺跡2001-1次調査 (大畑古墳)第4ト レンチ葺石・粘土検出状況

写真22 寺村遺跡2001-1次調査 (大畑古墳)第4ト レンチ葺石・粘土検出状況



写真23 寺村遺跡2001-1次調査 (大畑古墳)第 6ト レンチ断面 (北から)

写真24 寺村遺跡2001-1次調査 (大畑古墳)第 7ト レンチ断面 (北から)



写真25 寺村遺跡2001-1次調査 (大畑古墳)出土置物
1～ 3、 5～ 7 第 2ト レンチ 4 第 7ト レンチ
1.責磁碗  2.丹 波甕 3.瓦 器椀 4～ 7.瓦片
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